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は
じ
め
に

一
九
九
〇
年
代
前
半
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
解
体
に
関
わ
る
闘
争
で
は
民
族
及
び
宗
教
間
の
対
立
及
び
民
族
浄
化（ethnic

cleans-

ing

）
政
策
を
唱
え
る
過
激
な
人
種
主
義
が
席
巻
し
、
文
民
を
巻
き
込
む
武
力
紛
争
へ
と
発
展
し
た
。
闘
争
の
過
程
で
犯
さ
れ
た
非
人

道
的
行
為
は
国
際
社
会
に
衝
撃
を
与
え
、
事
態
へ
の
国
際
的
対
処
の
一
つ
と
し
て
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
領
域
で
犯
さ
れ
た
国
際
法
上
の

犯
罪
を
裁
く
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
（
以
下
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
）（
１
）が

設
立
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
で
は
戦
争
犯
罪
や

人
道
に
対
す
る
犯
罪
並
び
に
集
団
殺
害
犯
罪
の
責
任
を
有
す
る
者
の
刑
事
責
任
が
追
及
さ
れ
て
い
る
。
国
際
的
な
刑
事
裁
判
機
関
の
設

置
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
グ
及
び
極
東
軍
事
裁
判
所
の
設
立
以
降
も
提
案
さ
れ
国
連
内
部
で
も
検
討
さ
れ
つ
つ
も

数
々
の
反
対
に
あ
い
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
領
域
の
大
惨
事
は
、
被
害
の
規
模
と
残

虐
性
を
間
近
で
目
撃
し
た
国
際
社
会
に
衝
撃
を
与
え
、
国
際
的
な
刑
事
裁
判
機
関
の
必
要
性
を
再
認
識
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

同
時
に
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
領
域
内
で
犯
さ
れ
た
国
際
法
上
の
犯
罪
に
つ
い
て
の
国
家
の
責
任
も
追
及
さ
れ
て
い
る
。
国
際
司
法

裁
判
所
（
以
下
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）
に
は
セ
ル
ビ
ア（
２
）の

国
家
責
任
を
追
及
す
る
二
つ
の
訴
え
が
提
起
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
国
に
よ
る
「
集

団
殺
害
犯
罪
の
防
止
及
び
処
罰
に
関
す
る
条
約
」（
以
下
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約（
３
））

の
違
反
を
主
張
し
て
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ

ビ
ナ
が
一
九
九
三
年
に
、
ま
た
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
が
一
九
九
九
年
に
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
訴
え
た
の
で
あ
る
。「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
適
用
事

件
」
と
称
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
事
件
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
領
域
に
お
け
る
集
団
殺
害
犯
罪
の
発
生
の
有
無
及
び
責

任
の
所
在
と
い
っ
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
刑
事
裁
判
管
轄
権
で
既
に
主
題
と
さ
れ
て
い
た
問
題
に
つ
い
て
同
じ
く
判
断
を
求
め
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
が
原
告
で
あ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
適
用
事
件
は
未
だ
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
て
継
続
審
理
中
で
あ
る
が
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ

ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
が
付
託
し
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
適
用
事
件
は
、
二
〇
〇
七
年
二
月
に
判
決
が
下
さ
れ
た（
４
）。

本
判
決
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｊ

は
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
に
お
い
て
集
団
殺
害
犯
罪
が
発
生
し
た
事
実
を
認
め
つ
つ
、
当
該
犯
罪
行
為
の
セ
ル
ビ
ア
へ
の
帰
属
性
を
否
定
し
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た
。
他
方
で
、
同
国
に
は
集
団
殺
害
犯
罪
の
実
行
の
責
任
は
な
い
が
、
同
罪
の
防
止
義
務
及
び
処
罰
義
務
に
基
づ
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
へ
の
協

力
義
務
に
違
反
し
て
い
る
と
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
判
示
し
た
。
本
判
決
は
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
事
態
に
対
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
よ
る
再
評
価
と
し
て

脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
が
個
人
の
刑
事
責
任
を
主
題
と
す
る
の
に
対
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
国
家
の
責
任
の
有
無
を
主
題
と
す
る
た

め
責
任
主
体
が
異
な
る
の
で
は
あ
る
が
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
事
態
に
お
い
て
犯
さ
れ
た
犯
罪
の
有
無
及
び
責
任
の
所
在
を
検
討
す

る
点
で
両
裁
判
所
は
競
合
す
る
管
轄
権
を
行
使
し
た
と
言
え
る
。
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
紛
争
に
対
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
と
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
交
錯
が

見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
状
態
に
関
わ
り
数
々
の
疑
問
が
生
じ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
と
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
は
ど
こ
ま
で
競
合
す
る
の
か
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
と
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
判
断
に
矛
盾
は
な
い
か
。
法
の
支
配
を
語
る
と
き
、
国
際
社
会
に
普
遍
的
に
適
用
さ
れ
る
統
一
し
た
法
が
望
ま

れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
判
断
が
異
な
り
矛
盾
す
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
。
し
か
し
、
管
轄
権
と
機
能
が
異
な
る
諸

裁
判
所
に
て
統
一
し
た
司
法
判
断
を
い
か
に
実
現
す
る
の
か
。
一
方
の
裁
判
所
に
よ
る
認
定
が
他
方
の
審
理
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
た
又
は
将
来
与
え
う
る
の
か
。
本
稿
が
検
討
す
る
事
例
は
、
国
際
刑
事
法
及
び
国
際
人
道
法
と
国
家
責
任
法
と
い
う
異
な
る
国
際
法

分
野
が
交
錯
す
る
例
で
も
あ
る
が
、
国
際
法
上
の
犯
罪
に
対
す
る
個
人
責
任
と
国
家
責
任
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

の
か
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
で
は
、
本
件
に
限
ら
ず
逮
捕
状
事
件
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
国
際
刑
事
法
の
問
題
に
つ
い
て
も
役
割
が
求
め
ら
れ
る

事
件
が
増
え
て
い
る（
５
）。

ま
た
、
国
際
刑
事
法
の
み
な
ら
ず
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
扱
う
紛
争
の
分
野
は
国
際
法
の
複
雑
化
に
と
も
な
い
、
ま
す
ま

す
多
元
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
と
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
の
競
合
を
検
討
し
、
両
裁
判
所
の
判
断
の
関
係
と
問
題
点
を
挙
げ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
と
Ｉ

Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
の
交
錯
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
旧
ユ
ー
ゴ
紛
争
の
歴
史
へ
の
法
的
評
価
や
集
団
殺
害
犯
罪
に
関
す
る
法
の

発
展
及
び
認
定
と
い
っ
た
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
際
法
上
の
異
な
る
分
野
及
び
レ
ジ
ー
ム
の
交
錯
の
例
と
し
て
、
機
能
の
異
な
る
裁

判
所
の
管
轄
権
の
競
合
問
題
、
統
一
的
な
法
の
適
用
の
問
題
、
法
の
支
配
を
い
か
に
実
現
す
る
か
と
い
っ
た
、
国
際
法
上
の
新
し
い
問
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題
点
も
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

一

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
解
体
と
国
際
法
上
の
犯
罪

１

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
解
体

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
紛
争
に
対
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
と
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
の
競
合
に
つ
い
て
考
察
す
る
前
に
、
本
章
で
は
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ビ
ア
紛
争
を
簡
単
に
概
括
す
る
。
特
に
Ｉ
Ｃ
Ｊ
で
は
国
家
の
責
任
が
国
家
間
紛
争
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
た
め
、
原
告
国
の
ボ
ス
ニ

ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
と
被
告
国
の
セ
ル
ビ
ア
の
関
係
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
タ
ジ
ッ
チ
事
件
に
お
い
て
国
際
的
武
力
紛
争
か
非
国
際
的
武
力
紛
争
か
判
断
す
る
際
に
採
用
さ
れ
た
「
全
般
的
支
配
」

の
基
準
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
国
家
へ
の
行
為
の
帰
属
有
無
を
判
断
す
る
際
に
採
用
し
た
「
実
効
的
支
配
」
の
基
準
と
の
違
い
が
議
論
を
呼
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
も
、
関
係
国
と
「
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
」
間
の
関
係
が
争
点
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
で
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア

が
解
体
す
る
経
緯
を
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
原
告
及
び
被
告
の
国
家
成
立
を
中
心
と
し
て
簡
単
に
概
括
す
る（
６
）。

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
の
分
裂
は
、
共
産
党
政
権
の
チ
ト
ー
大
統
領
が
一
九
八
〇
年
五
月
四
日
に
死
亡
し
た
後
、

経
済
危
機
や
共
和
国
間
の
対
立
並
び
に
民
族
主
義
の
高
揚
と
と
も
に
始
ま
っ
た
。
一
九
九
一
年
六
月
二
五
日
に
ス
ロ
ベ
ニ
ア
と
ク
ロ
ア

チ
ア
が
独
立
を
宣
言
し
、
同
年
九
月
一
七
日
に
は
マ
ケ
ド
ニ
ア
が
独
立
へ
の
道
に
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
同
一
民
族
で
団
結
し
て
国

家
を
形
成
す
る
民
族
主
義
や
人
種
主
義
を
強
固
に
主
張
す
る
集
団
が
台
頭
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
ら
集
団
が
提
唱
す
る
民
族
主
義
又
は
人

種
主
義
の
実
現
は
、
民
族
分
布
が
複
雑
な
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
領
域
で
は
簡
単
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ

ナ
を
見
る
な
ら
ば
、
一
九
九
一
年
三
月
三
一
日
に
行
わ
れ
た
統
計
に
よ
る
と
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
人
口
の
四
四
％
は
ム

ス
リ
ム
系
、
三
一
％
が
セ
ル
ビ
ア
系
、
一
七
％
が
ク
ロ
ア
チ
ア
系
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
単
一
民
族
で
は
な
い
土
地
に
お
け
る
過
激
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な
民
族
主
義
を
提
唱
す
る
集
団
の
台
頭
は
、
民
族
及
び
共
和
国
市
民
間
の
対
立
の
激
化
を
招
い
た
の
で
あ
る
。
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ

ゴ
ビ
ナ
議
会
は
一
九
九
一
年
一
〇
月
一
四
日
、
共
和
国
の
独
立
を
宣
言
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
一
〇
日
後
に
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル

ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
議
会
の
セ
ル
ビ
ア
人
議
員
は
独
自
に
セ
ル
ビ
ア
人
議
会
を
宣
言
し
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
共
和
国
が
国
家
と
し

て
国
際
的
承
認
を
得
た
暁
に
は
「
セ
ル
ビ
ア
人
民
共
和
国
」
と
し
て
独
立
す
る
こ
と
を
一
九
九
二
年
一
月
九
日
に
宣
言
し
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
こ
で
建
国
が
提
唱
さ
れ
た
「
セ
ル
ビ
ア
人
民
共
和
国
」
は
、
後
の
同
年
八
月
一
二
日
に
「
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
（R

epublika

S
rpska

）」
と
名
を
改
め
て
宣
言
さ
れ
た
。
し
か
し
「
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
」
は
、
現
在
で
も
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
か
ら
分

離
し
た
独
立
国
家
と
し
て
国
際
的
な
承
認
を
得
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
国
内
に
不
安
定
要
素
は
あ
り
つ
つ
も
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
は
、
一
九
九
二
年
二
月
二
九
日
及
び
三
月
一
日

に
独
立
に
関
す
る
国
民
投
票
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
一
九
九
二
年
三
月
六
日
に
正
式
に
独
立
を
宣
言
し
た
。
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ

ビ
ナ
は
、
一
九
九
二
年
四
月
六
日
に
は
Ｅ
Ｃ
や
米
国
か
ら
承
認
さ
れ
、
同
年
五
月
二
二
日
に
は
国
連
加
盟
を
許
さ
れ
、
独
立
国
家
と
し

て
の
地
位
を
早
々
に
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
「
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
」
は
国
際
的
に
国
家
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
現
在
で
も
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
一
部
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
」
は
ボ

ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
国
内
で
一
定
地
域
を
支
配
す
る
こ
と
に
よ
り
事
実
上
の
独
立
を
享
受
し
て
も
い
た
。
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ

ェ
ゴ
ビ
ナ
政
府
は
、
反
政
府
的
な
「
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
」
と
そ
の
武
装
集
団
（
Ｖ
Ｒ
Ｓ
）
が
、
同
じ
セ
ル
ビ
ア
人
民
族
が
支
配
す
る

セ
ル
ビ
ア
か
ら
援
助
を
受
け
て
い
る
と
し
て
、
セ
ル
ビ
ア
を
非
難
し
国
家
責
任
を
追
及
し
た
の
で
あ
る
。
原
告
は
、
Ｖ
Ｒ
Ｓ
の
必
要
な

物
資
の
九
割
は
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
か
ら
支
給
さ
れ
、
Ｖ
Ｒ
Ｓ
の
武
器
の
大
半
が
セ
ル
ビ
ア
が
残
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
主
張
し
た（
７
）。

セ
ル

ビ
ア
が
「
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
」
に
対
し
て
か
な
り
の
軍
事
的
及
び
経
済
的
支
援
を
行
っ
て
い
た
事
実
は
Ｉ
Ｃ
Ｊ
も
認
め
て
い
る（
８
）。

次
に
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
適
用
事
件
の
被
告
国
で
あ
る
セ
ル
ビ
ア
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
現
在
の
セ
ル
ビ
ア
は
、
独
立
後

に
国
名
を
変
更
し
た
り
国
の
一
部
が
分
離
独
立
し
た
り
と
複
雑
な
経
緯
が
あ
る
た
め
、
国
名
に
よ
る
誤
解
を
避
け
る
た
め
、
注
意
喚
起
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を
要
す
る
か
ら
で
あ
る
。
セ
ル
ビ
ア
の
建
国
は
、
一
九
九
二
年
四
月
二
七
日
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
と
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
共
和
国
か
ら
構
成

さ
れ
る
、「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
共
和
国
」
の
憲
法
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
共
和
国
で
は
大
セ
ル

ビ
ア
主
義
を
提
唱
す
る
ミ
ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
大
統
領
が
国
家
元
首
と
な
り
、
そ
の
民
族
主
義
的
な
思
想
が
領
域
内
及
び
他
の
共
和
国
内
で

の
民
族
紛
争
を
激
化
し
た
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
共
和
国
は
、
ミ
ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
大
統
領
が
退
任
し
た
後
の
二

〇
〇
〇
年
一
一
月
一
日
に
国
連
加
盟
国
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
共
和
国
」
は
、
二
〇
〇
三
年
二
月
四
日
に
「
セ

ル
ビ
ア
・
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
」
と
国
名
を
変
更
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
六
年
六
月
三
日
に
は
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
が
独
立
を
宣
言
し
た
。
モ

ン
テ
ネ
グ
ロ
共
和
国
は
二
〇
〇
六
年
六
月
二
八
日
に
国
連
に
加
盟
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
は
「
セ
ル
ビ
ア
・
モ
ン

テ
ネ
グ
ロ
」
を
国
家
承
継
し
て
独
立
国
家
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
の
セ
ル
ビ
ア
は
、
憲
法
が
採
択
さ
れ
た
一
九
九
二
年
四
月

二
七
日
か
ら
改
名
す
る
二
〇
〇
三
年
二
月
三
日
の
間
は
「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
共
和
国
」
と
、
二
〇
〇
三
年
二
月
四
日
か
ら
二
〇
〇

六
年
六
月
ま
で
は
「
セ
ル
ビ
ア
・
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
二
〇
〇
八
年
二
月
に
は
セ
ル
ビ
ア
国
内

の
コ
ソ
ボ
自
治
州
が
一
方
的
独
立
宣
言
を
行
っ
て
い
る
。

２

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
に
お
け
る
国
際
法
上
の
犯
罪

前
節
で
説
明
し
た
一
九
九
〇
年
代
前
半
の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
解
体
に
関
わ
る
闘
争
は
、
民
族
及
び
宗
教
間
の
対
立
及
び
過
激
な

人
種
主
義
が
席
巻
し
文
民
を
巻
き
込
む
武
力
紛
争
へ
と
発
展
し
た
。
特
に
ム
ス
リ
ム
系
勢
力
と
ク
ロ
ア
チ
ア
系
勢
力
と
「
ス
ル
プ
ス
カ

共
和
国
」
建
国
を
主
張
す
る
セ
ル
ビ
ア
系
勢
力
と
の
間
で
三
つ
巴
の
争
い
と
な
っ
て
い
た
。

中
で
も
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
国
内
の
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
で
発
生
し
た
大
量
虐
殺
で
あ
る
。
ボ
ス
ニ

ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
で
は
セ
ル
ビ
ア
系
の
「
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
」
側
と
ム
ス
リ
ム
系
勢
力
と
の
衝
突
が
激
化
し
、
特
に
ム
ス
リ
ム

系
住
民
の
生
命
及
び
安
全
が
極
度
に
脅
か
さ
れ
る
状
況
が
生
じ
た
。
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
中
で
も
ム
ス
リ
ム
系
勢
力
が
防
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守
し
て
い
た
町
で
あ
る
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
は
孤
立
し
、
包
囲
さ
れ
た
住
民
が
殺
戮
の
被
害
に
あ
う
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
一
九

九
五
年
七
月
、
セ
ル
ビ
ア
系
勢
力
は
、「
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
」
の
カ
ラ
ジ
ッ
チ
の
命
令
に
よ
り
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
を
攻
撃
し
制
圧
す

る
に
至
り
、
逃
げ
惑
う
住
民
二
万
人
以
上
が
国
連
部
隊
の
キ
ャ
ン
プ
に
集
合
し
た
が（
９
）、

食
料
及
び
飲
料
水
な
ど
人
道
的
救
援
物
資
の
絶

対
的
不
足
の
状
況
に
加
え
て
、
セ
ル
ビ
ア
系
勢
力
に
よ
る
住
民
の
殺
害
及
び
強
姦
な
ど
、
事
態
は
悪
化
し
た
。
七
月
一
二
日
及
び
一
三

日
に
は
、
ム
ス
リ
ム
系
住
民
の
婦
女
子
は
ム
ス
リ
ム
勢
力
が
支
配
す
る
領
域
に
移
送
さ
れ
、
ム
ス
リ
ム
系
男
性
は
隔
離
収
容
さ
れ
た
後

に
、
一
部
は
他
地
域
の
収
容
所
に
移
送
さ
れ
た
が
、
多
く
は
殺
害
さ
れ
た（
１０
）。

処
刑
さ
れ
た
ム
ス
リ
ム
系
男
性
の
正
確
な
人
数
は
不
明
だ

が
、
最
低
で
も
七
四
〇
〇
人
が
未
だ
行
方
不
明
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る（
１１
）。

国
連
に
よ
る
安
全
地
域
の
指
定
や（
１２
）、

ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
に
駐

屯
し
て
い
た
Ｕ
Ｎ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
も
殺
戮
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
一
九
九
五
年
の
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
の
惨
劇
は
、
犯
罪
の
規
模
及
び
残
虐
性
の
み
な
ら
ず
、
国
連
に
よ
る
事
態
対
処
の
失
敗
を
明

白
に
し
、
国
際
社
会
は
そ
の
反
省
か
ら
特
に
当
該
地
域
の
犯
罪
に
対
し
て
厳
格
な
法
的
対
処
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
世
論
の
注

目
と
処
罰
へ
の
期
待
を
受
け
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
は
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
の
事
態
に
つ
い
て
集
団
殺
害
犯
罪
の
立
件
を
試
み
た
。
こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ

に
よ
る
認
定
を
基
礎
と
し
た
た
め
、
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
の
惨
劇
は
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
内
で
集
団
殺
害
犯
罪
が
発
生
し
た

と
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
唯
一
認
定
し
た
事
例
で
も
あ
り
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
領
域
で
の
集
団
殺
害
犯
罪
を
象
徴
す
る
事
例
と
言
え
る
。

二

旧
ユ
ー
ゴ
紛
争
に
対
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
と
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
の
相
違

本
章
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
を
確
認
す
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
両
裁
判
所
と
も
、
国
際
法
を
適
用
す
る
裁
判

機
関
で
あ
り
、
国
連
の
一
機
関
で
あ
り
、
そ
の
判
決
の
法
的
拘
束
力
は
最
終
的
に
は
安
保
理
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
う
る
。
こ
の
よ
う
に

両
裁
判
所
は
共
通
点
を
有
し
つ
つ
も
、
異
な
る
機
能
を
持
っ
た
国
際
機
関
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
下
で
そ
れ
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ぞ
れ
の
性
質
を
概
略
し
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
事
態
に
対
す
る
管
轄
権
を
確
認
す
る
。

１

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
は
一
九
九
三
年
の
安
保
理
決
議
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
個
人
の
刑
事
責
任
を
審
理
す
る
裁
判
機
関
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
は
後

に
設
立
さ
れ
た
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所
と
と
も
に
臨
時
に
安
保
理
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
国
際
刑
事
裁
判
所
と

し
て
機
能
し
て
い
る
国
連
の
一
機
関
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
管
轄
権
は
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
領
域
で
犯
さ
れ
た
犯
罪
に
及
ぶ
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

Ｙ
の
時
間
的
管
轄
権
は
一
九
九
一
年
一
月
一
日
以
降
に
行
わ
れ
た
犯
罪
に
制
限
さ
れ
て
い
る
が（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
規
程
第
一
条
、
第
八
条
）、

ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所
と
は
異
な
り
時
間
的
管
轄
権
の
終
了
時
点
は
規
程
上
定
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め（
１３
）、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
設
立
後
に
旧

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
領
域
で
犯
さ
れ
た
犯
罪
に
対
し
て
も
管
轄
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
は
自
然
人
の
刑
事
責
任
を
追

及
す
る
機
関
で
あ
り
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
規
程
第
六
条
）、
国
家
に
対
す
る
管
轄
権
を
持
た
な
い
。
国
家
を
処
罰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

あ
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
創
設
は
安
保
理
決
議
を
法
的
根
拠
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
刑
事
裁
判
が
破
壊
さ
れ
た
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
回

復
に
寄
与
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
国
際
法
上
の
犯
罪
を
国
際
的
に
処
罰
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、
国
際
公
法
秩

序
の
構
想
が
見
ら
れ
る（
１４
）。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
が
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
第
六
条
が
定
め
る
「
国
際
刑
事
裁
判
所
」
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
が
国
家

の
同
意
を
得
る
形
で
は
な
く
安
保
理
決
議
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
こ
と
か
ら
議
論
が
あ
っ
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
該
当
性
を
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
肯

定
し
て
い
る（
１５
）。

同
条
に
明
文
で
定
め
ら
れ
て
い
る
管
轄
権
を
受
諾
し
て
い
る
か
否
か
の
条
件
は
、
そ
の
国
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
管
轄
権
を
受

諾
す
る
義
務
が
あ
る
か
否
か
が
基
準
と
さ
れ
、
安
保
理
決
議
に
基
づ
き
セ
ル
ビ
ア
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
管
轄
権
を
受
諾
す
る
義
務
が
あ
る

た
め
、
同
条
に
基
づ
き
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
に
協
力
す
る
義
務
が
生
じ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る（
１６
）。
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最
後
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
管
轄
権
の
源
泉
と
国
家
主
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
る
。
国
際
刑
事
裁
判
管
轄
権
の
権
原
の
根
拠
に
つ
い
て

は
、
国
家
管
轄
権
が
委
譲
さ
れ
て
い
る
と
す
る
説
が
あ
り
う
る
が
、
国
際
刑
事
法
及
び
国
際
人
道
法
に
違
反
す
る
行
為
に
つ
い
て
国
際

法
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
る
主
体
が
生
来
的
に
管
轄
権
を
有
し
う
る
こ
と
が
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
も
解
さ
れ
る（
１７
）。

個
人
の
刑

事
責
任
を
追
及
す
る
に
あ
た
り
、
ミ
ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
元
大
統
領
の
訴
追
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
で
は
国
際
法
上
の
犯
罪
に
つ

い
て
公
的
地
位
に
関
ら
ず
責
任
が
追
及
さ
れ
る
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
規
程
第
七
条
二
項
）
の
で
あ
り
、
国
家
元
首
で
あ
っ
て
も
免
責
の
特
権
は

認
め
ら
れ
な
い
。
免
責
特
権
が
各
国
の
国
内
裁
判
所
で
は
維
持
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
国
際
的
な
刑
事
裁
判
機
関
で
は
免
責
特
権
が
否

定
さ
れ
る
こ
と
は
、
根
拠
と
さ
れ
る
管
轄
権
が
異
な
る
こ
と
の
証
拠
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
国
際
的
な
裁
判
機
関
で
は
刑
事
裁

判
か
ら
の
免
責
特
権
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
逮
捕
状
事
件
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る（
１８
）。

２

Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
お
け
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
適
用
事
件

（
１
）
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
一
般
的
性
格

二
〇
〇
七
年
二
月
二
六
日
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
適
用
事
件
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
に
お
い
て
集
団
殺
害
犯
罪
が

発
生
し
た
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
防
止
義
務
を
怠
っ
た
セ
ル
ビ
ア
の
国
家
責
任
を
認
定
す
る
判
決
を
下
し
た
の
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、

そ
の
当
事
者
適
格
及
び
管
轄
権
行
使
の
条
件
並
び
に
扱
う
事
件
の
性
質
等
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
と
異
な
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
本
節
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
性
質
を
説
明
し
た
上
で
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
適
用
事
件
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
を
明
ら
か
に
す

る
。そ

も
そ
も
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
国
家
間
紛
争
を
扱
う
国
際
裁
判
所
で
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
お
け
る
争
訟
事
件
の
当
事
者
は
国
家
に
限
定
さ
れ
て
い

る
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
規
程
第
三
四
条
一
項
）。
し
た
が
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
個
人
を
処
罰
す
る
も
の
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
と
本
質
的
に
異
な
る
の

で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
で
の
主
題
は
、
国
家
の
行
為
及
び
責
任
で
あ
り
、
私
人
の
行
為
に
つ
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
審
理
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
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の
目
的
は
当
該
行
為
に
つ
い
て
の
国
家
の
責
任
有
無
を
判
断
す
る
こ
と
に
あ
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、
争
訴
事
件
に
つ
い
て
は
国
か
ら
の
付
託
が
あ
っ
て
初
め
て
管
轄
権
を
行
使
し
始
め
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
は
国
家
か
ら

の
同
意
を
根
拠
と
し
、
こ
れ
ら
関
係
国
の
同
意
の
範
囲
内
で
の
み
管
轄
権
を
行
使
し
う
る
。
し
た
が
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
の
範
囲
は

関
係
国
の
同
意
に
よ
り
制
限
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
お
け
る
手
続
は
、
当
事
国
か
ら
の
主
張
と
反
論
を
基
礎
と
し
て
進

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
主
張
す
る
側
の
当
事
国
が
立
証
責
任
を
負
い
、
基
本
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
当
事
国
に
よ
る
立
証
を
待
ち
判
断
を
下

す
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
性
質
を
見
る
な
ら
ば
、
検
察
が
起
訴
す
る
こ
と
に
よ
り
始
ま
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
刑
事
訴
訟
と
は
異
な
り
、
国
内
司

法
制
度
に
な
ぞ
ら
え
て
言
う
な
れ
ば
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
基
本
的
に
は
民
事
的
な
手
続
と
性
格
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
集
団
殺
害
犯
罪

と
い
う
国
際
社
会
全
体
の
利
益
に
反
す
る
行
為
の
有
無
を
、
一
国
に
よ
る
主
張
と
立
証
に
依
存
し
て
行
う
こ
と
に
問
題
は
な
い
か
と
の

疑
問
は
残
る
。ま
た
、後
に
紹
介
す
る
よ
う
に
刑
事
手
続
規
則
を
持
た
な
い
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
犯
罪
認
定
の
た
め
の
証
拠
検
分
を
行
う
こ
と
は
、

そ
の
能
力
を
超
え
る
と
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
適
用
事
件
を
批
判
す
る
声
も
あ
る
。

（
２
）
管
轄
権
の
問
題

以
上
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
で
は
国
家
の
み
が
原
告
及
び
被
告
の
当
事
者
適
格
を
有
し
、
か
つ
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
管
轄
権
を
行
使
す

る
た
め
に
は
原
告
国
及
び
被
告
国
の
同
意
が
必
要
な
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
と
は
異
な
る
管
轄
権
の
制
限
が
あ
る
。
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の

事
態
に
関
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
審
理
は
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
か
ら
の
提
訴
を
き
っ
か
け
と
し
、
原
告
国
で
あ
る
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ

ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
及
び
被
告
国
で
あ
る
セ
ル
ビ
ア
（
当
時
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
共
和
国
）
が
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
に
同
意
す
る
範
囲
内

に
お
い
て
審
理
す
る
管
轄
権
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
に
つ
い
て
は
、
被
告
国
が
当
初
か
ら
反
対
し
否
定
す
る
抗
弁
を

提
起
し
て
き
た
た
め
、
本
案
審
理
に
入
る
前
に
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
管
轄
権
を
肯
定
す
る
決
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た（
１９
）。
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ま
ず
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
と
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
の
競
合
の
点
か
ら
検
討
す
る
本
稿
の
視
点
か
ら
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
が
集
団
殺
害
犯
罪
に

限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
適
用
事
件
に
対
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
の
根
拠
は
、
ジ

ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
第
九
条
に
あ
る
。
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
第
九
条
は
以
下
の
よ
う
に
定
め
る
。

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
第
九
条

「
集
団
殺
害
犯
罪
又
は
第
三
条
に
列
挙
さ
れ
た
他
の
行
為
に
対
す
る
国
の
責
任
に
関
す
る
も
の
を
含
め
て
、
こ
の
条
約
の
解
釈
、
適

用
又
は
履
行
に
関
す
る
締
約
国
の
紛
争
は
、
紛
争
当
事
国
の
い
ず
れ
か
の
要
請
に
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
付
託
さ
れ
る
。」

本
件
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
が
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
を
根
拠
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
条
約
上
で
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
与
え
ら
れ
て
い

る
管
轄
権
内
の
権
限
し
か
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
に
お
い
て
発
生
し
た
大
量
殺
害

が
戦
争
犯
罪
及
び
人
道
に
対
す
る
犯
罪
に
該
当
し
う
る
可
能
性
を
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
認
め
つ
つ
も
、
管
轄
権
の
欠
如
の
た
め
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
こ
れ
ら

の
犯
罪
名
の
下
で
の
国
家
責
任
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る（
２０
）。

他
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
管
轄
権
の
問
題
に
直
面
し
た
。
セ
ル
ビ
ア
が
自
国
に
対
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
を
否
定
す
る
先
決
的
抗
弁
を
提
起

し
た
か
ら
で
あ
る
。Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
一
九
九
三
年
四
月
八
日
の
仮
保
全
措
置
に
お
い
て
こ
の
問
題
を
扱
っ
た
が
、二
〇
〇
一
年
四
月
二
四
日
、

セ
ル
ビ
ア
は
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
対
し
て
一
九
九
六
年
七
月
一
一
日
の
先
決
的
抗
弁
に
関
す
る
判
決
の
再
検
討
を
求
め
る
要
請
を
行
っ
た
。
こ
れ

は
、
同
国
が
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
一
日
に
国
連
加
盟
が
認
め
ら
れ
る
ま
で
Ｉ
Ｃ
Ｊ
規
程
の
締
約
国
で
は
な
く
、
さ
ら
に
当
時
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
条
約
の
加
盟
国
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
加
え
て
二
〇
〇
一
年
三
月
八
日
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
加
入
の
通
告
が
同
条
約
第
九
条
へ

の
留
保
を
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
同
国
に
対
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
管
轄
権
が
な
い
と
主
張
し
た
た
め
で
あ
る
。
再
検
討
の
申
請
に
関
す
る

二
〇
〇
三
年
二
月
三
日
の
判
決
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、
こ
れ
ら
被
告
国
か
ら
の
先
決
的
抗
弁
を
受
理
不
許
容
と
判
断
し
て
退
け
て
い
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る
。
こ
の
よ
う
に
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
適
用
事
件
の
管
轄
権
判
決
と
本
案
判
決
は
国
家
承
継
と
条
約
承
継
の
問
題
な
ど
の
国
際
法
上
の

論
点
を
含
ん
で
い
る
が
、
本
稿
で
は
こ
の
論
点
は
扱
わ
な
い（
２１
）。

管
轄
権
の
面
で
疑
問
視
さ
れ
る
の
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
原
告
国
か
ら
の
事
件

の
付
託
以
降
に
発
生
し
た
犯
罪
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
セ
ル
ビ
ア
の
国
家
責
任
を
認
定
し
た
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ

の
惨
劇
は
一
九
九
五
年
に
発
生
し
た
犯
罪
で
あ
り
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
へ
の
一
方
的
付
託
後
に
生
じ
た
事

件
で
あ
る
。
付
託
後
の
事
件
を
審
理
対
象
と
す
る
こ
と
が
適
切
か
疑
問
が
残
る
。

三

集
団
殺
害
犯
罪
の
認
定
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
影
響

本
章
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
と
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
の
競
合
が
見
ら
れ
た
集
団
殺
害
犯
罪
の
認
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
以
下
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ

に
よ
る
集
団
殺
害
犯
罪
に
関
す
る
判
断
が
い
か
に
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
影
響
を
与
え
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
特
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
に
よ
る
同
罪

の
認
定
の
欠
如
に
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
決
定
が
大
き
く
依
存
し
た
こ
と
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。

１

集
団
殺
害
犯
罪
の
構
成
要
件

旧
ユ
ー
ゴ
領
域
の
中
で
も
特
に
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
に
お
い
て
集
団
殺
害
犯
罪
が
発
生
し
た
か
否
か
を
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
検
討
し

た
こ
と
に
よ
り
、
集
団
殺
害
犯
罪
の
認
定
に
つ
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
と
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
競
合
す
る
管
轄
権
を
行
使
し
た
と
言
え
る
。
一
般
的
に
、

あ
る
行
為
が
犯
罪
に
該
当
す
る
か
否
か
の
判
断
は
、
犯
罪
の
構
成
要
件
を
明
確
に
し
て
構
成
要
件
の
充
足
有
無
を
証
拠
に
基
づ
き
検
証

す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
と
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
両
裁
判
所
も
基
本
的
に
こ
の
手
法
に
の
っ
と
り
集
団
殺
害
犯
罪
へ
の
該
当
有
無

を
判
断
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
態
様
か
ら
は
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
に
よ
り
示
さ
れ
た
解
釈
を
支
持
し
追
従
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取

れ
る
。
以
下
で
集
団
殺
害
犯
罪
の
構
成
要
件
に
関
す
る
両
裁
判
所
の
見
解
の
一
致
と
法
解
釈
の
維
持
が
い
か
に
行
わ
れ
た
か
を
明
ら
か
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に
す
る
が
、
同
罪
の
構
成
要
件
の
詳
述
に
つ
い
て
は
別
稿
に
ゆ
ず
る（
２２
）。

「
集
団
殺
害
犯
罪
」
と
は
、「
国
民
的
、
民
族
的
、
人
種
的
又
は
宗
教
的
な
集
団
の
全
部
又
は
一
部
に
対
し
、
そ
の
集
団
自
体
を
破

壊
す
る
意
図
を
も
っ
て
行
う
行
為
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
集
団
の
全
部
又
は
一
部
を
破
壊
す
る
意
図
（dolus

specialis

、
以
下
、

特
定
の
意
図
）
が
、
集
団
殺
害
犯
罪
の
主
観
的
要
件
と
し
て
同
罪
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。
こ
の
特
定
の
意
図
を
も
っ
て
「（
ａ
）
当
該

集
団
の
構
成
員
を
殺
害
す
る
こ
と
、（
ｂ
）
当
該
集
団
の
構
成
員
の
身
体
又
は
精
神
に
重
大
な
害
を
与
え
る
こ
と
、（
ｃ
）
当
該
集
団
の

全
部
又
は
一
部
に
対
し
、
身
体
的
破
壊
を
も
た
ら
す
こ
と
を
意
図
し
た
生
活
条
件
を
故
意
に
課
す
る
こ
と
、（
ｄ
）
当
該
集
団
内
部
の

出
生
を
妨
げ
る
こ
と
を
意
図
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
、（
ｅ
）
当
該
集
団
の
児
童
を
他
の
集
団
に
強
制
的
に
移
す
こ
と
」
が
集
団
殺
害

犯
罪
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
。
こ
の
集
団
殺
害
犯
罪
の
定
義
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
か
ら
踏
襲
さ
れ
続
け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
規
程
第
四
条
も

同
様
の
定
義
を
採
用
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、
集
団
殺
害
犯
罪
の
構
成
要
件
に
つ
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
判
断
を
尊
重
す
る
態
度
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
集
団
殺
害
犯

罪
の
対
象
と
さ
れ
る
集
団
の
「
一
部
」
が
ど
れ
ほ
ど
の
規
模
を
示
す
の
か
議
論
が
あ
る
が
、
こ
の
点
、
大
人
数
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る

か
又
は
対
象
と
さ
れ
た
集
団
の
一
部
が
特
定
の
集
団
の
「
相
当
な
部
分
（substantialpart）」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ

の
解
釈（
２３
）を

Ｉ
Ｃ
Ｊ
も
支
持
し
て
い
る
の
で
あ
る（
２４
）。

ま
た
、
民
族
浄
化
政
策
と
集
団
殺
害
犯
罪
と
の
違
い
に
つ
い
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
に
類
し

た
意
見
を
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
述
べ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
民
族
浄
化
と
い
う
表
現
の
法
的
意
味
を
分
析
し
、
民
族
浄
化
と
は
、
実
務
に
お
い
て
、

「
特
定
の
領
域
か
ら
特
定
の
集
団
の
人
間
を
排
除
す
る
た
め
に
武
力
又
は
脅
迫
を
用
い
て
単
一
民
族
の
領
域
に
す
る
こ
と
」
を
意
味
し

（
２５
）、

単
一
民
族
の
領
域
を
も
た
ら
す
民
族
浄
化
政
策
は
、
必
ず
し
も
集
団
殺
害
犯
罪
で
は
な
い
と
言
明
し
た（
２６
）。

こ
れ
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
が
、「
民

族
浄
化
と
通
常
知
ら
れ
て
い
る
政
策
と
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
政
策
と
は
明
ら
か
な
類
似
性
が
あ
る
」（
２７
）と

認
め
つ
つ
、
集
団
の
「
物
理
的
破
壊

と
集
団
の
単
な
る
解
消
と
は
明
確
な
区
別
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
集
団
又
は
集
団
の
一
部
の
追
放
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は

集
団
殺
害
犯
罪
に
満
た
な
い
」（
２８
）と

述
べ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
一
貫
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
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集
団
殺
害
犯
罪
は
他
の
国
際
法
上
の
犯
罪
と
比
較
し
て
も
、
極
め
て
立
証
が
困
難
な
犯
罪
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
集
団
殺
害
犯
罪
の
主
観
的
要
件
で
あ
る
「
特
定
の
意
図
」
は
、
同
罪
の
特
徴
で
あ
り
、
同
罪
と
普
通
犯
罪
や
戦
争
犯
罪
又
は
人
道

に
対
す
る
犯
罪
と
を
区
別
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
で
も
、「
集
団
殺
害
犯
罪
は
人
類
の
知
る
最
悪
の
犯
罪
の
一
つ
で

あ
り
、
そ
の
重
大
性
は
、
特
定
の
意
図
の
厳
格
な
条
件
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
意
図
が
明
白
に
立
証
さ
れ
な
い
限
り
、
集
団
殺
害
犯
罪

で
有
罪
と
は
さ
れ
な
い
」と
述
べ
て
い
る（
２９
）。

特
定
の
意
図
は
、
明
白
な
直
接
証
拠
が
欠
如
し
て
い
る
場
合
に
は
、「
一
般
的
な
背
景
や
、

同
じ
集
団
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
組
織
的
な
そ
の
他
の
犯
罪
の
実
行
、
虐
殺
の
規
模
、
特
定
集
団
の
構
成
員
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し

た
被
害
者
の
組
織
的
選
別
、
破
壊
的
か
つ
差
別
的
行
為
の
反
復
」
と
い
っ
た
事
実
や
状
況
か
ら
推
論
さ
れ
う
る
こ
と
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
は
明

ら
か
に
し
て
い
る（
３０
）。

こ
の
よ
う
に
特
定
の
意
図
は
、
構
成
要
件
と
し
て
厳
格
に
条
件
と
さ
れ
つ
つ
も
、
主
観
的
要
件
で
あ
る
が
ゆ
え
に

裁
判
所
に
よ
る
推
断
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
特
定
の
意
図
の
条
件
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
と
結
論
し
て
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
以
外
の
地
域
で
の
集
団
殺
害
犯
罪

の
成
立
を
否
定
す
る
結
論
を
下
し
た
の
で
あ
る
が
、
特
定
の
意
図
の
構
成
要
件
該
当
性
の
判
断
を
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か

は
判
決
文
か
ら
は
読
み
取
り
難
い
。
事
実
認
定
と
特
定
の
意
図
の
推
断
と
い
う
犯
罪
の
有
無
に
つ
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｊ
独
自
が
判
断
を
行
っ
た

か
疑
問
に
思
わ
れ
、
次
節
で
紹
介
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
に
よ
る
集
団
殺
害
犯
罪
の
処
理
を
大
い
に
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

２

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
に
よ
る
集
団
殺
害
犯
罪
の
処
理

ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
に
限
ら
ず
旧
ユ
ー
ゴ
領
域
に
広
く
大
量
虐
殺
が
発
生
し
て
い
る
脅
威
を
目
撃
し
た
国
連
に
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
が
設
立

さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
は
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
領
域
で
の
惨
劇
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
評
価
を
下
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
Ｙ
に
お
い
て
集
団
殺
害
犯
罪
が
関
係
す
る
事
件
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
で
き
る（
３１
）。
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
に
お
け
る
集
団
殺
害
犯
罪
関
連
の
事
件

〔
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
に
関
係
す
る
事
件
〕

有
罪
認
定

―
―

K
rstíc

事
件
（
援
助
・
幇
助
）

無
罪

―
―

B
lagojevíc

事
件
（
共
犯
）

人
道
に
対
す
る
犯
罪
の
有
罪
自
認
の
代
替
と
し
て
追
及
放
棄

―
―

O
brenovíc

事
件
、M

om
ir

N
ikolíc

事
件

被
告
人
死
亡
に
よ
り
打
切

―
―

ミ
ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
事
件

継
続
中

―
―

P
opovíc

事
件
、B

eara

事
件
、D

rago
N

ikolíc

事
件
、B

orov

＾

canin,
P

andurevíc,
T

rbíc

事
件
、Tolim

ir

事
件

継
続
中
（
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
に
加
え
て
他
の
地
域
の
集
団
殺
害
犯
罪
を
含
む
）
―
―

カ
ラ
ジ
ッ
チ
・
ム
ラ
ジ
ッ
チ
事
件

〔
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
以
外
の
地
域
の
事
件
〕

無
罪

―
―

K
raji

＾
snik

事
件
、Jelisíc

事
件
、S

takíc

事
件
、B

rdanin

事
件
、S

ikirica

事
件

追
及
放
棄

―
―

P
lav

＾

síc

事
件
、

＾

Z
upljanin

事
件
、M

ejakíc

事
件

被
告
人
死
亡
に
よ
り
打
切

―
―

K
ova

＾

cevíc
事
件
、D

rlja

＾

ca

事
件
、Talíc

事
件

継
続
中

―
―

前
記
の
カ
ラ
ジ
ッ
チ
・
ム
ラ
ジ
ッ
チ
事
件

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
事
態
に
お
け
る
民
族
浄
化
政
策
は
悪
名
高
く
、
ナ
チ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
政
策
に
な
ぞ
ら
え
て
集
団
殺
害
犯
罪
と
一

般
的
に
は
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
で
処
理
さ
れ
た
事
件
の
数
々
を
見
る
な
ら
ば
、
予
想
に
反
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
が
ス
レ
ブ

レ
ニ
ツ
ァ
以
外
の
地
で
の
集
団
殺
害
犯
罪
に
つ
い
て
立
証
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
で
は
、
集
団
殺
害

犯
罪
よ
り
も
戦
争
犯
罪
及
び
人
道
に
対
す
る
罪
の
訴
追
が
多
く
、
集
団
殺
害
犯
罪
に
関
る
事
件
は
ほ
ん
の
一
部
で
し
か
な
い
。

集
団
殺
害
犯
罪
が
訴
因
に
含
ま
れ
た
事
件
の
中
で
も
前
述
のK

rstíc

事
件
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
が
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
虐
殺
へ
の
間
接
的
関
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与
を
集
団
殺
害
犯
罪
の
幇
助
又
は
教
唆
と
認
め
た
唯
一
の
事
例
で
あ
る
。Jelisíc

事
件
な
ど
、
集
団
殺
害
犯
罪
が
追
及
さ
れ
た
事
件
も

あ
る
が
、
集
団
殺
害
犯
罪
の
該
当
性
が
否
定
さ
れ
る
判
決
が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
前
述
の
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
虐
殺
に

関
係
す
る
事
件
と
し
てK

rstíc

事
件
とB

lagojevíc

事
件
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
関
連
の
事
件
で
あ
っ
て
も
集
団

殺
害
犯
罪
の
容
疑
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
事
件
も
多
い（
３２
）。

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
で
は
集
団
殺
害
犯
罪
の
有
罪
事
件
が
少
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
の
要
因
は
、
集
団
殺
害
犯
罪
の
構

成
要
件
の
厳
格
さ
と
立
証
の
難
し
さ
に
あ
る
と
考
え
る
。
集
団
殺
害
犯
罪
の
主
観
的
構
成
要
件
は
、
他
の
犯
罪
と
の
区
別
と
い
う
意
味

に
加
え
て
、
集
団
殺
害
犯
罪
の
立
証
を
困
難
に
し
て
い
る
一
因
で
あ
る
点
で
も
集
団
殺
害
犯
罪
の
特
徴
と
い
え
る
。
事
実
、
主
観
的
な

事
実
で
あ
る
意
図
の
証
明
及
び
認
定
は
自
白
が
な
い
場
合
に
は
立
証
困
難
で
あ
る
こ
と
が
、
長
年
、
集
団
殺
害
犯
罪
の
訴
追
及
び
処
罰

の
障
害
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
検
察
官
は
、
集
団
殺
害
犯
罪
を
構
成
す
る
と
疑
わ
れ
る
行
為
に
つ
い
て
も
、
民
族
浄

化
を
集
団
殺
害
犯
罪
と
し
て
処
罰
す
る
こ
と
の
社
会
的
期
待
を
認
識
し
つ
つ
も
、
立
証
に
失
敗
す
る
危
険
性
を
考
え
て
主
観
的
意
図
の

立
証
を
必
要
と
し
な
い
人
道
に
対
す
る
犯
罪
で
の
訴
追
を
選
択
す
る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

立
証
困
難
で
あ
る
集
団
殺
害
犯
罪
で
訴
追
し
て
失
敗
の
危
険
を
お
か
す
よ
り
も
、
特
別
な
意
図
の
立
証
を
必
要
と
し
な
い
他
の
犯
罪

名
で
起
訴
す
る
こ
と
は
、
有
罪
宣
告
と
処
罰
の
確
実
性
を
高
め
る
点
で
、
検
察
官
が
と
り
う
る
司
法
戦
略
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
で
、

集
団
殺
害
犯
罪
の
訴
追
回
避
は
、
集
団
殺
害
犯
罪
の
罪
悪
性
に
つ
い
て
の
社
会
的
理
解
か
ら
被
害
者
や
世
間
の
期
待
を
損
な
い
か
ね
な

い
虞
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
適
用
事
件
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
対
応
に
よ
り
、
集
団
殺
害
犯
罪
の
罪
名
欠
如
が
競
合
す

る
管
轄
権
を
有
す
る
他
の
裁
判
所
の
判
断
に
も
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
後
述
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
立
証
の
難
し
さ
と
相
当
な
負
担
を
強
い
る
集
団
殺
害
犯
罪
の
立
件
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
検
察
は
主
要
な
事
件

に
お
い
て
行
う
こ
と
と
し
、
他
の
事
件
に
お
い
て
は
集
団
殺
害
犯
罪
の
容
疑
を
回
避
し
、
立
証
が
容
易
で
あ
る
戦
争
犯
罪
や
人
道
に
対

す
る
犯
罪
な
ど
の
容
疑
名
で
立
件
す
る
と
い
う
政
策
を
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
集
団
殺
害
犯
罪
を
含
む
主
要
な
責
任
を
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ミ
ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
事
件
並
び
に
カ
ラ
ジ
ッ
チ
及
び
ム
ラ
ジ
ッ
チ
事
件
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
尽
力
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

一
九
九
七
年
七
月
二
三
日
か
ら
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
六
日
の
間
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
共
和
国
（
現
在
の
セ
ル
ビ
ア
）
の
大
統
領

で
あ
っ
た
ミ
ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
（S

lobodan
M

ilo

＾

sevíc

）
氏
は
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
に
関
し
て
戦
争
犯
罪
や
人
道
に
対
す

る
犯
罪
と
と
も
に
、
集
団
殺
害
犯
罪
の
容
疑
で
起
訴
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る（
３３
）。

ミ
ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
元
大
統
領
の
起
訴
状
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ

規
程
第
二
条
、
三
条
、
四
条
及
び
五
条
に
違
反
す
る
犯
罪
の
実
行
を
通
じ
て
主
に
ム
ス
リ
ム
系
ボ
ス
ニ
ア
人
及
び
ク
ロ
ア
チ
ア
系
ボ
ス

ニ
ア
人
と
い
っ
た
非
セ
ル
ビ
ア
系
の
多
く
を
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
大
部
分
か
ら
強
制
的
か
つ
恒
常
的
に
排
除
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
犯
罪
共
同
体
（joint

crim
inal

enterprise

）（
３４
）が

存
在
し
た
と
さ
れ
、
ミ
ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
氏
が
そ
の
犯
罪
共
同
体
に
参
加
し

て
い
た
と
し
て
数
々
の
犯
罪
を
列
挙
し
て
い
る（
３５
）。

ミ
ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
氏
の
犯
罪
共
同
体
は
一
九
九
一
年
八
月
一
日
か
ら
一
九
九
五
年
一

二
月
三
一
日
ま
で
存
在
し
、
そ
の
構
成
員
に
は
、
カ
ラ
ジ
ッ
チ
氏
及
び
ム
ラ
ジ
ッ
チ
氏
が
含
ま
れ
、
ミ
ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
氏
は
、
当
該
犯

罪
共
同
体
の
目
的
達
成
の
た
め
こ
れ
ら
の
者
と
協
力
し
て
行
動
し
て
い
た
と
起
訴
状
は
糾
弾
し
て
い
る（
３６
）。

他
方
で
ミ
ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
元
大
統
領
と
同
じ
犯
罪
共
同
体
に
属
す
る
と
ミ
ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
事
件
の
起
訴
状
で
糾
弾
さ
れ
た
ボ
ス
ニ

ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
「
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
」
の
関
係
者
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
で
起
訴
さ
れ
て
い
る
。「
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
」
の
大
統

領
を
務
め
た
カ
ラ
ジ
ッ
チ
氏
（R

adovan
K

aradi ＾

zíc

）
と
、「
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
」
の
軍
（
Ｖ
Ｒ
Ｓ
）
の
司
令
官
で
あ
っ
た
ム
ラ
ジ

ッ
チ
氏
（R

atko
M

ladic

）
も
、
同
様
に
集
団
殺
害
犯
罪
や
人
道
に
対
す
る
犯
罪
な
ど
の
容
疑
で
起
訴
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
は
セ
ル
ビ
ア
の
国
家
元
首
で
あ
っ
た
ミ
ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
元
大
統
領
と
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
国
内

の
「
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
」
の
最
高
指
導
者
及
び
軍
司
令
官
の
カ
ラ
ジ
ッ
チ
氏
及
び
ム
ラ
ジ
ッ
チ
氏
と
い
っ
た
最
高
権
力
者
の
裁
判
に

お
い
て
集
団
殺
害
犯
罪
と
い
う
重
大
な
犯
罪
の
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
起
訴
状
上
の
容

疑
が
検
察
側
に
よ
り
十
分
に
立
証
さ
れ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
な
ら
ば
、
セ
ル
ビ
ア
と
「
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
」
の
最
高
権
力



34

者
の
間
の
犯
罪
の
繋
が
り
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
者
が
処
罰
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ミ
ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
被
告
が
二
〇
〇
六
年
三
月
一
一
日
に
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
設
立
を
象
徴
し
て
い
た
ミ

ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
事
件
は
判
決
に
至
る
こ
と
な
く
終
了
し
た
の
で
あ
る
。
ミ
ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
事
件
の
事
実
上
の
消
滅
は
、
検
察
が
総
力
を

注
い
で
い
た
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
領
域
で
行
わ
れ
た
集
団
殺
害
犯
罪
の
事
実
解
明
が
日
の
目
を
見
る
こ
と
な
く
、
法
的
評
価
が
下
さ
れ

公
表
さ
れ
る
機
会
を
逸
す
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ミ
ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
事
件
に
代
わ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
象
徴
的
な
裁
判
と

し
て
ム
ラ
ジ
ッ
チ
氏
や
カ
ラ
ジ
ッ
チ
氏
の
事
件
の
審
理
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
被
疑
者
の
身
柄
は
確
保
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
未
だ
審
理
は
行
わ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

３

Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
へ
の
依
存

Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
以
外
の
地
域
に
つ
い
て
は
集
団
殺
害
犯
罪
の
「
特
定
の
意
図
」
の
構
成
要
件
が
充
足
さ
れ
て
い
な
い

と
判
断
し
、
そ
れ
ら
地
域
の
惨
事
が
戦
争
犯
罪
及
び
人
道
に
対
す
る
犯
罪
に
該
当
し
う
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
そ
れ
ら
の
犯

罪
を
認
定
す
る
管
轄
権
は
な
い（
３７
）と

し
て
、
判
断
を
避
け
た
。
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
で
集
団
殺
害
犯
罪
が
発
生
し
た
こ
と
を
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
認
定

し
、
国
家
責
任
の
有
無
の
判
断
に
議
論
を
進
め
た
の
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
事
実
認
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
自
身
が
集
団
殺
害
犯
罪
の
有
無
を
判
断
す
る
権
限
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る（
３８
）。

こ
の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
Ｉ

Ｃ
Ｔ
Ｙ
と
異
な
る
結
論
に
至
り
う
る
可
能
性
を
示
唆
し
つ
つ
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
で
の
主
題
の
多
く
が
既
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
手
続
及
び
判
決
に
て

扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
認
め
、
そ
れ
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
認
定
に
敬
意
を
払
い
価
値
を
認
め
て
も
い
る（
３９
）。

実
際
、
集
団
殺
害
犯
罪

の
有
無
の
判
断
で
Ｉ
Ｃ
Ｊ
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
と
の
解
釈
は
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
よ
る
審
議
と
判
決
を
見
る
な
ら
ば
、
Ｉ
Ｃ

Ｊ
に
お
い
て
両
当
事
国
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
判
決
及
び
手
続
並
び
に
証
拠
認
定
に
依
存
し
て
主
張
を
展
開
し
た
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
自
身
も
事

実
上
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
成
果
に
大
き
く
依
存
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
管
轄
権
が
競
合
す
る
中
、
検
察
局
に
よ
る
捜
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査
や
国
家
へ
の
協
力
依
頼
を
通
じ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
に
よ
り
収
集
さ
れ
た
証
拠
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
合
理
的
と
考
え
る
。
ま
た
、
同
じ

事
態
に
関
す
る
他
の
国
際
機
関
の
判
断
を
尊
重
す
る
こ
と
は
、
そ
の
判
断
が
妥
当
で
あ
る
か
ぎ
り
、
司
法
判
断
の
統
一
性
及
び
一
貫
性

の
維
持
が
法
の
安
定
性
を
意
味
し
、
法
の
支
配
を
確
立
す
る
上
で
有
益
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
確
か
にTom

ka

判
事
が
述
べ
る
よ
う
に
、

集
団
殺
害
犯
罪
に
つ
い
て
の
国
家
責
任
に
関
す
る
事
件
は
、
当
事
国
に
よ
る
主
張
の
み
に
基
づ
い
て
審
理
す
る
に
は
重
大
す
ぎ
る（
４０
）と

も

い
え
る
。
そ
も
そ
も
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
犯
罪
認
定
を
行
う
場
と
し
て
不
適
切
で
あ
る
と
意
見
す
る
判
事
も
い
た（
４１
）。

こ
の
点
で
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
刑
事
捜

査
を
行
う
職
権
も
技
術
も
有
し
て
い
な
い
以
上
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
活
動
へ
の
依
存
は
予
想
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、
刑
事
管

轄
権
を
欠
く
た
め
、
集
団
殺
害
犯
罪
の
意
図
の
存
在
又
は
欠
如
の
認
定
を
行
え
な
い
と
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
認
定
に
依
存
す
る

こ
と
で
十
分
で
あ
る
と
す
る
意
見
が
判
事
の
中
で
も
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る（
４２
）。

こ
の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
へ
の
依
存
が
合
理
的
で
あ
る
反
面
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
採
用
し
た
手
法
は
大
き
な
問
題
を
生
じ
さ
せ

た
と
考
え
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、
国
家
は
集
団
殺
害
犯
罪
が
実
際
に
犯
さ
れ
た
場
合
に
の
み
責
任
を
有
す
る
と
し
た
上
で（
４３
）Ｉ

Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
事
実

認
定
に
大
き
く
依
拠
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
に
よ
る
認
定
の
欠
如
を
不
当
に
重
視
し
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
に
お
け
る
起
訴
状
の
証
拠
と
し
て
の
重
要
性
を
考
え
る
場
合
、
集
団
殺
害
犯
罪
が
容
疑
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
事

実
は
、
同
罪
の
容
疑
が
後
に
取
消
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
重
要
で
は
な
い
が
、
同
罪
の
容
疑
を
起
訴
状
に
含
ま
な
い
又
は
追
及
断

念
し
た
検
察
官
の
決
定
は
重
要
だ
と
評
価
し
た（
４４
）。

Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、
集
団
殺
害
犯
罪
の
構
成
要
件
で
あ
る
特
定
の
意
図
の
認
定
に
は
踏
み
込

む
こ
と
な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
に
よ
る
認
定
の
欠
如
を
根
拠
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
意
見
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
現
状
に

お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
に
お
け
る
集
団
殺
害
犯
罪
が
立
証
さ
れ
た
事
件
が
少
数
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
事
実
が
注
視
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
が
集
団

殺
害
犯
罪
で
唯
一
有
罪
認
定
を
下
し
た
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
の
虐
殺
に
の
み
議
論
が
集
中
す
る
こ
と
を
導
い
た
。
こ
の
よ
う
な
証
拠
価
値

判
断
の
下
で
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
以
外
の
地
で
の
集
団
殺
害
犯
罪
の
存
在
を
認
め
ず（
４５
）、

同
地
域
の
件
に
の
み
セ
ル
ビ
ア
の
責
任

有
無
の
判
断
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
集
団
殺
害
犯
罪
の
立
証
の
困
難
さ
と
検
察
官
に
よ
る
戦
略
的
な
回
避
を
考
慮
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に
入
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
誤
っ
た
証
拠
価
値
基
準
が
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
よ
る
判
断
を
あ
る
面
に
お
い
て
限
定
す
る
結
果
を
生
ん
だ
と
考
え
ら
れ

る
。こ

の
よ
う
な
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
姿
勢
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
な
ど
の
将
来
的
に
国
際
的
な
刑
事
裁
判
機
関
に
は
大
き
な
責
任
が
課
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
国
際
的
な
刑
事
裁
判
機
関
に
よ
る
実
際
の
活
動
の
み
な
ら
ず
、
訴
追
及
び
有
罪
認
定
の
欠
如
と
い
う
消
極
的

姿
勢
ま
で
も
が
、
国
家
責
任
の
認
定
に
影
響
し
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
検
察
官
が
司
法
政
策
に
基
づ
き
容
疑
を
決
定
す
る

上
で
熟
考
を
要
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
最
も
処
罰
に
つ
な
が
り
易
い
犯
罪
名
を
選
択
す
る
こ
と
に
専
念
し
た
な
ら
ば
、

政
策
上
忌
避
し
た
犯
罪
名
に
つ
い
て
は
、
同
罪
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
他
の
国
際
機
関
か
ら
の
判
断
を
招
き
か
ね
な
い
の
で

あ
る
。

四

Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
よ
る
国
家
責
任
の
判
断

前
章
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
に
よ
る
判
断
を
参
考
と
し
て
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
に
お
い
て
集
団
殺
害
犯
罪
が
発

生
し
た
事
実
を
認
定
し
、
そ
の
上
で
セ
ル
ビ
ア
の
国
家
責
任
の
有
無
を
判
断
し
て
い
る
。
結
論
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
の

集
団
殺
害
犯
罪
が
セ
ル
ビ
ア
の
行
為
で
は
な
い
と
し
て
実
行
の
責
任
は
否
定
し
た
が
、
同
罪
の
防
止
義
務
違
反
と
、
同
罪
で
訴
追
さ
れ

て
い
る
ム
ラ
ジ
ッ
チ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
へ
の
移
送
や
協
力
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
義
務
違
反
が
あ
る
と
認
定
し
た
。

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
解
釈
適
用
の
観
点
か
ら
は
、
後
者
二
つ
の
義
務
に
関
す
る
判
断
―
―
防
止
義
務
が
国
家
領
域
を
超
え
て
存
在
す

る
も
の
と
認
定
し
た
点（
４６
）や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
へ
の
協
力
義
務
違
反
を
認
定
し
た
こ
と
―
―
が
条
約
上
の
義
務
の
拡
大
と
も
見
ら
れ
興
味
を
引
く

が
、
本
稿
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
と
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
判
断
の
交
錯
を
中
心
と
し
て
検
討
す
る
た
め
、
前
者
の
集
団
殺
害
犯
罪
の
実
行
又
は
共
犯
の
責

任
を
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
。
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１

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
上
の
国
家
に
対
す
る
集
団
殺
害
犯
罪
禁
止
義
務
の
有
無

責
任
の
有
無
の
判
断
に
先
立
ち
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
で
は
決
し
て
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
争
点
に
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
直
面
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
ま

ず
、
集
団
殺
害
犯
罪
を
行
わ
な
い
義
務
の
存
在
有
無
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
集
団
殺
害
犯
罪
の
禁
止
は
、
エ

ル
ガ
・
オ
ム
ネ
ス
な
義
務
と
し
て
一
般
国
際
法
の
規
則
で
あ
る
こ
と
は
疑
わ
れ
な
い
。
し
か
し
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
適
用
事
件
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
を
根
拠
と
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
は
同
条
約
上
の
義
務
違
反
を
認
定
す
る
権
限
は
あ
る

が
、
そ
も
そ
も
同
条
約
は
国
家
に
対
し
て
集
団
殺
害
犯
罪
を
明
文
で
禁
止
す
る
条
文
が
欠
如
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
条
文
の
欠
如
及
び

条
約
起
草
過
程
の
議
論
を
根
拠
と
し
て
被
告
の
セ
ル
ビ
ア
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
が
国
家
に
対
し
て
集
団
殺
害
犯
罪
の
禁
止
を
定
め

て
い
な
い
と
主
張
し
た
こ
と
か
ら（
４７
）、

条
約
上
の
義
務
の
有
無
が
争
点
と
し
て
浮
上
し
た
の
で
あ
る
。
被
告
国
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約

は
国
家
が
犯
す
集
団
殺
害
犯
罪
の
国
家
責
任
に
つ
い
て
定
め
を
お
く
も
の
で
は
な
く
、
自
国
の
領
域
内
又
は
支
配
下
に
お
い
て
個
人
に

よ
り
犯
さ
れ
る
集
団
殺
害
犯
罪
を
防
止
し
又
は
処
罰
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
場
合
に
つ
い
て
の
国
家
責
任
を
示
唆
す
る
の
み
で
あ
る
と
の

解
釈
を
展
開
し
、
後
者
の
場
合
に
国
家
責
任
が
追
及
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
救
済
は
宣
言
的
判
決
の
み
が
可
能
で
あ
り
、
賠
償
な
ど

の
対
象
で
は
な
い
と
主
張
し
た（
４８
）。

確
か
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
条
文
に
は
国
家
が
同
罪
を
犯
し
て
は
な
ら
な
い
と
明
文
で
記
述
す
る
条
文
は
な
い
。
し
か
し
Ｉ
Ｃ

Ｊ
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
第
一
条
は
単
な
る
前
文
的
な
効
力
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
直
接
的
な
防
止
義
務
を
定
め
、
か
つ
、

条
約
制
定
の
趣
旨
か
ら
考
え
て
も
国
家
自
体
が
集
団
殺
害
犯
罪
を
犯
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
を
定
め
て
い
る
と
判
示
し
た（
４９
）。

Ｉ

Ｃ
Ｊ
は
、
同
条
約
第
一
条
上
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
防
止
義
務
は
、
国
家
自
体
が
集
団
殺
害
犯
罪
を
犯
す
こ
と
の
禁
止
を
暗
示
し
て
お
り
、

国
家
機
関
又
は
国
家
に
帰
属
す
る
者
又
は
集
団
が
行
為
を
行
っ
た
場
合
、
国
家
の
国
際
責
任
が
生
じ
る
と
認
め
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
シ
判
事
及
び
コ
ロ
マ
判
事
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
は
個
人
責
任
の
み
を
定
め
て
い
る
と
主
張
す
る
共
同
宣
言
を
行
っ
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て
い
る（
５０
）。

し
か
し
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
が
個
人
に
の
み
集
団
殺
害
犯
罪
の
責
任
を
負
わ
せ
て
い
る
と
す
る
解
釈
は
、
国
際
法
上
の
責

任
法
の
発
展
経
緯
を
無
視
し
て
い
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
国
際
法
上
、
個
人
責
任
の
概
念
は
国
家
責
任
の
後
に
発
展
し
た
概
念
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
国
家
責
任
法
で
は
、
国
家
機
関
の
行
為
に
つ
い
て
国
家
が
責
任
を
負
う
こ
と
や
、
国
家
が
管
理
責
任
を
負
う
こ
と
な

ど
、
責
任
発
生
は
当
然
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
集
団
殺
害
犯
罪
の
行
為
が
個
人
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
国
家
は
行
っ
て
も
よ
い
と

い
う
理
論
は
、
国
家
が
擬
制
的
主
体
で
あ
る
以
上
、
破
綻
し
て
い
る
。
国
際
法
上
、
国
際
法
に
違
反
す
る
行
為
に
つ
い
て
別
段
定
め
が

な
く
と
も
国
家
責
任
は
当
然
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
個
人
責
任
に
つ
い
て
は
そ
の
概
念
が
新
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
特
別
な

定
め
が
な
け
れ
ば
追
及
し
え
な
い
た
め
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
で
も
個
人
責
任
の
条
文
化
が
議
論
の
中
心
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
意
図
は
、
国
家
の
責
任
の
排
除
で
は
な
く
、
国
家
の
名
の
下
で
個
人
が
処
罰
を
免
れ
る
こ
と
を
阻

止
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

国
家
に
対
す
る
集
団
殺
害
犯
罪
の
禁
止
義
務
に
つ
い
て
は
、
原
告
で
あ
る
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
第

九
条
を
根
拠
と
す
る
と
も
主
張
し
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
第
一
条
を
根
拠
と
す
る
判
断
を
下
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
第
九
条
を
根
拠
と

す
べ
き
で
あ
っ
た
と
す
る
意
見
が
複
数
の
判
事
か
ら
出
さ
れ
て
も
い
る
。
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
第
九
条
は
、
締
約
国
が
一
方
的
に
他
の

締
約
国
を
国
際
司
法
裁
判
所
に
訴
え
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
紛
争
解
決
条
項
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
が
、
同

条
前
段
に
お
い
て
、
集
団
殺
害
犯
罪
に
対
す
る「
国
の
責
任
に
関
す
る
も
の
を
含
め
て
」と
明
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
家
に
よ
っ

て
犯
さ
れ
た
集
団
殺
害
犯
罪
に
つ
い
て
の
責
任
追
及
を
可
能
と
し
て
い
る
と
解
す
る
。

２

国
家
責
任
の
性
質
と
個
人
の
刑
事
責
任
と
の
関
係

国
家
が
集
団
殺
害
犯
罪
を
犯
し
た
場
合
の
責
任
を
判
断
す
る
権
限
が
自
身
に
あ
る
こ
と
を
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
認
め
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の

国
家
責
任
の
性
質
が
議
論
を
呼
ん
だ
。
す
な
わ
ち
、
国
家
の
刑
事
責
任
の
有
無
が
争
点
と
し
て
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
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条
約
第
九
条
は
国
家
責
任
に
関
す
る
紛
争
を
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
付
託
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
が
、
同
条
は
国
家
が
ど
の
よ
う
な
形
で
責
任
を

負
う
か
、
例
え
ば
、
国
家
が
刑
事
責
任
を
負
い
う
る
か（
５１
）を

明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
被
告
国
は
国
家
に
は
刑
事
責
任
を
追
及
で
き
な
い

こ
と
を
理
由
に
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
を
否
定
し
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
条
約
上
の
義
務
違
反
か
ら
生
じ
る
責
任
が
本
件
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
刑
事
的
性
格
で
は
な
い
と
被
告
の
反
論
を
退
け
た（
５２
）。

Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
国
家
責
任
の
判
定
に
お
い
て
刑
事
法
で
は
な
く
国
家
責
任
に
関
す
る
従
来
の
法
規
則
を
適
用
す
る
こ
と
に
専
念
し
て
い
る

の
で
あ
り
、
責
任
の
成
立
要
件
や
立
証
基
準
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
と
は
一
線
を
画
す
る
態
度
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
責
任
の
成
立

要
件
に
つ
い
て
は
次
節
で
紹
介
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
立
証
基
準
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
で
は
、
国
家
責
任
の

立
証
方
法
と
し
て
、
責
任
を
主
張
す
る
当
事
国
が
立
証
の
負
担
を
負
う
。
ど
の
程
度
立
証
さ
れ
れ
ば
責
任
が
認
定
さ
れ
る
か
と
い
う
立

証
基
準
に
つ
い
て
は
、
原
告
国
は
本
件
が
刑
事
事
件
で
は
な
く
条
約
義
務
違
反
の
認
定
が
主
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
通
常
の
基
準
で
認
定

さ
れ
る
べ
き
と
主
張
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
被
告
国
は
、
本
件
は
国
家
責
任
の
最
も
重
大
な
問
題
に
関
る
の
で
、
容
疑
の
重
大
性
は

合
理
的
疑
い
の
余
地
が
な
い
程
度
の
証
明
を
必
要
と
す
べ
き
と
反
論
し
た（
５３
）。

Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
被
告
国
の
主
張
を
認
め
、
特
別
に
高
い
立
証
基

準
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、
コ
ル
フ
海
峡
事
件
の
先
例
の
よ
う
に
、
特
に
重
大
な
容
疑
が
関
係

す
る
場
合
に
は
完
全
に
結
論
的
な
（fully

conclusive
）
な
証
拠
で
立
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
め
ら
れ
て
き
た
と
し
て（
５４
）、

集

団
殺
害
犯
罪
防
止
義
務
の
違
反
の
主
張
は
、
容
疑
の
重
要
性
に
適
し
た
高
い
確
実
性
の
基
準
の
証
拠
を
要
求
す
る
と
宣
言
し
た
の
で

あ
る（
５５
）。

そ
も
そ
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
な
ど
個
人
の
刑
事
責
任
を
追
及
す
る
裁
判
所
で
は
、
個
人
の
身
体
に
関
る
重
大
な
決
定
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
立
証
程
度
は
合
理
的
疑
い
を
超
え
る
高
い
立
証
責
任
が
検
察
官
に
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｊ
で
扱
う
国

家
責
任
は
前
述
の
よ
う
に
民
事
責
任
が
主
で
あ
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
通
常
の
国
家
責
任
の
認
定
よ
り
も
高
い
立
証
基
準
を
本
件
で
は
採
用

し
た
の
で
あ
る
。
い
か
な
る
疑
い
も
な
い
完
全
に
結
論
的
な
立
証
程
度
を
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
求
め
た（
５６
）こ

と
は
厳
し
い
立
証
基
準
に
よ
り
国
家
が
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集
団
殺
害
犯
罪
行
為
の
追
及
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
と
批
判
す
る
声
が
あ
る
。
証
明
基
準
が
高
く
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
集
団
殺
害
犯
罪
の
立
証
が
困
難
と
な
り
、
そ
の
よ
う
な
非
人
道
的
行
為
を
行
う
よ
う
な
政
権
に
対
す
る
政
治
的
圧
力
を
弱
め
る
効

果
が
生
じ
て
し
ま
う
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（
５７
）。

他
方
で
、
集
団
殺
害
犯
罪
の
レ
ッ
テ
ル
は
国
際
社
会
の
構
成
員
と
し
て
の
地
位

を
損
な
う
ほ
ど
重
大
で
あ
る
か
ら
、
高
い
立
証
基
準
は
当
然
と
す
る
意
見
も
あ
る（
５８
）。

そ
れ
で
は
、
国
家
責
任
と
個
人
の
刑
事
責
任
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
被
告
国
は
、
集
団
殺
害
犯
罪
が
犯
罪
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
国
家
責
任
は
個
人
の
刑
事
責
任
が
合
理
的
疑
い
を
超
え
て
立
証
さ
れ
た
後
に
初
め
て
追
及
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
主

張
し
た（
５９
）。

こ
れ
に
対
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、
個
人
が
処
罰
さ
れ
て
い
な
く
と
も
国
家
責
任
を
判
断
す
る
権
限
が
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
あ
る
こ
と
を
宣
言

し
て
い
る（
６０
）。

し
た
が
っ
て
、
国
家
責
任
の
追
及
に
は
個
人
責
任
の
認
定
が
前
提
条
件
と
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
国
際
的
な
刑
事
裁

判
機
関
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
地
域
の
事
件
で
あ
っ
て
も
、
国
家
が
国
際
法
上
の
犯
罪
に
関
与
し
て
い
る
場
合
に
国
家
責
任
を
追
及
し

う
る
道
が
開
い
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
と
評
価
し
う
る
。
こ
の
よ
う
に
個
人
責
任
の
追
及
が
国
家
責
任
の
追
及
の
理
論
的
条
件
で

は
な
い
以
上
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
が
扱
っ
て
い
な
い
事
件
に
つ
い
て
も
集
団
殺
害
犯
罪
の
有
無
を
判
断
し
、
国
家
責
任
に
つ
い
て
も

審
理
し
え
た
の
で
あ
る
が
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
実
際
に
は
同
罪
の
有
無
に
つ
い
て
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
判
断
に
依
拠
し
て
い
た
の
で
あ

る
。

３

国
家
責
任
に
関
す
る
法
規
則
の
重
視

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
適
用
事
件
の
判
決
の
後
半
部
分
で
行
わ
れ
て
い
る
国
家
責
任
に
関
す
る
議
論
を
見
る
な
ら
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
国
際

刑
事
法
の
規
則
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
判
決
で
は
な
く
国
家
責
任
に
関
す
る
従
来
の
法
規
則
を
適
用
す
る
こ
と
に
専
念
し
て
い
る
こ
と
が
見
て

取
れ
る
。
集
団
殺
害
犯
罪
の
有
無
の
認
定
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
に
依
存
し
て
い
た
態
度
と
は
一
変
し
、
責
任
の
成
立
要
件
や
立
証
基
準

に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
と
は
一
線
を
画
す
る
態
様
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
で
、
国
家
へ
の
行
為
の
帰
属
性
に
関
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
判
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断
と
、
共
犯
の
成
立
要
件
に
関
す
る
判
断
を
例
と
し
て
検
討
す
る
。

（
１
）
国
家
へ
の
行
為
の
帰
属
性

Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
に
お
い
て
セ
ル
ビ
ア
系
ボ
ス
ニ
ア
人
勢
力
の
軍
事
集
団
（
Ｖ
Ｒ
Ｓ
）
に
よ
っ
て
集
団
殺
害
犯
罪
が
犯

さ
れ
た
事
実
を
認
め
つ
つ
、
セ
ル
ビ
ア
に
よ
る
行
為
と
は
認
定
し
な
か
っ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
セ
ル
ビ
ア
に
よ
る
集
団
殺
害
犯
罪
の
実
行
を

否
定
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
判
断
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
採
用
し
た
行
為
の
国
家
へ
の
帰
属
性
を
判
断
す
る
基
準
が
議
論
と
な
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
が
タ
ジ

ッ
チ
事
件（
６１
）で

判
示
し
た
「
全
般
的
支
配
（overallcontrol

）」
基
準
を
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
採
用
せ
ず
、
先
例
で
あ
る
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
で
Ｉ
Ｃ

Ｊ
自
身
が
示
し
た
「
実
効
的
支
配
（effective

control

）」
基
準（
６２
）を

用
い
た
た
め
で
あ
る
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
で
は
、
国
家
機
関
の
行

為
で
な
く
と
も
、私
人
の
行
為
に
対
し
て
国
家
に
よ
る
実
効
的
支
配
が
あ
る
な
ら
ば
、責
任
は
国
家
に
帰
属
す
る
と
判
示
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
タ
ジ
ッ
チ
事
件
で
は
、
異
な
る
基
準
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
で
は
ボ
ス
ニ
ア
紛
争
が
国
際

的
紛
争
か
否
か
の
判
断
に
お
い
て
紛
争
中
に
犯
さ
れ
た
犯
罪
行
為
が
国
家
に
帰
属
す
る
か
問
題
と
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
上
訴
裁
判
部

は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
の
「
実
効
的
支
配
」
基
準
は
純
然
た
る
個
人
の
場
合
に
は
妥
当
で
あ
る
が
組
織
化
さ
れ
た
集
団
構
成
員
の
場
合

に
は
不
適
切
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
、
武
装
集
団
そ
の
他
の
軍
事
的
組
織
の
場
合
に
は
、
当
該
集
団
が
そ
の
国
の
「
全
般
的
支
配
」

の
下
に
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
行
為
は
国
家
に
帰
属
す
る
と
す
る
「
全
般
的
支
配
」
基
準
を
示
し
た
の
で
あ
る（
６３
）。

こ
の
点
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、
国
家
責
任
の
問
題
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
管
轄
権
内
の
問
題
で
は
な
い
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
見
解
は
考
慮
す
る
必
要
が

な
い
と
し
た（
６４
）。

こ
の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、
国
家
責
任
の
問
題
と
個
人
の
刑
事
責
任
の
問
題
と
の
分
野
の
違
い
を
強
調
し
、
タ
ジ
ッ
チ
事

件
の
「
全
般
的
支
配
」
基
準
が
国
家
責
任
条
文
第
八
条
の
定
め
を
超
え
、
国
家
責
任
の
範
囲
を
拡
大
し
す
ぎ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て（
６５
）、

当
該
基
準
を
採
用
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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結
果
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
国
家
へ
の
行
為
の
帰
属
性
に
つ
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
と
は
異
な
る
基
準
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

Ｙ
の
タ
ジ
ッ
チ
事
件
で
採
用
さ
れ
た
基
準
は
、
国
家
責
任
を
結
論
づ
け
る
場
面
で
は
な
く
、
国
際
人
道
法
規
則
の
適
用
に
関
連
し
て
紛

争
が
国
際
紛
争
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
上
訴
裁
判
部
が
「
全
般
的
支
配
」
基
準

を
用
い
る
際
に
、
国
家
責
任
と
個
人
の
刑
事
責
任
が
問
わ
れ
る
場
合
と
で
基
準
が
異
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
一
般
国
際
法
上
の
基

準
と
し
て
判
示
し
て
い
た
こ
と
に
も
注
意
が
喚
起
さ
れ
る（
６６
）。

Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
と
同
様
の
基
準
を
採
用
し
て
い
た
な
ら
ば
、
セ
ル
ビ

ア
の
責
任
に
つ
い
て
異
な
る
結
論
が
導
か
れ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
６７
）。

Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
「
実
効
的
支
配
」
基
準
が
用
い
ら
れ
る
こ

と
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
が
判
示
し
た
先
例
と
の
一
貫
性
を
保
っ
た
。
あ
る
意
味
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
判
断
は
国
際
法
の
諸
分
野

間
の
違
い
を
強
調
し
、
国
家
責
任
の
判
断
に
お
い
て
、
個
人
の
刑
事
責
任
に
関
連
す
る
議
論
で
採
用
さ
れ
た
基
準
よ
り
も
厳
格
な
基
準

が
採
用
さ
れ
る
と
い
う
結
果
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。

（
２
）
集
団
殺
害
犯
罪
の
共
犯

集
団
殺
害
犯
罪
の
共
犯
と
い
っ
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
第
三
条
（
ｂ
）
か
ら
（
ｅ
）
ま
で
の
容
疑
に
関
す
る
国
家
責
任
の
認
定
に
お

い
て
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
国
家
責
任
に
関
す
る
法
規
則
を
用
い
て
検
討
し
た
結
果
、
セ
ル
ビ
ア
の
国
家
責
任
を
否
定
す
る
結
論
に
達
し
て
い

る
。
例
え
ば
共
犯
に
つ
い
て
の
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
審
理
方
法
を
見
る
と
、
共
犯
の
概
念
が
国
家
責
任
法
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ

も
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、
共
犯
の
概
念
が
他
国
の
国
際
違
法
行
為
の
「
支
援
又
は
援
助
」
に
類
似
す
る
と
解
し（
６８
）、

国
家
責
任
に
関
す
る
法
規
則
を

導
入
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、
他
国
の
支
援
又
は
援
助
に
つ
い
て
国
家
責
任
を
発
生
さ
せ
る
条
件
を
定
め
た
国
家
責
任
条
文
第
一
六
条

を
参
照
し
た
上
で
、
国
家
責
任
の
発
生
に
は
支
援
し
て
い
る
時
点
で
集
団
殺
害
犯
罪
が
犯
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
又
は
既
に
発
生

し
て
い
る
事
実
に
加
え
て
、
実
行
者
が
集
団
殺
害
犯
罪
の
特
定
の
意
図
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
了
知
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
る

と
説
明
し
た（
６９
）。

Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、
本
件
に
お
い
て
セ
ル
ビ
ア
が
そ
れ
ら
の
事
実
を
了
知
し
て
い
た
と
合
理
的
疑
い
を
超
え
る
程
度
に
立
証
は
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さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
共
犯
に
つ
い
て
の
国
家
責
任
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
他
方
で
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
セ
ル
ビ

ア
に
集
団
殺
害
犯
罪
の
防
止
義
務
違
反
を
認
定
し
て
い
る
が
、
防
止
義
務
が
予
見
可
能
性
を
根
拠
と
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、

同
じ
く
事
実
の
了
知
を
条
件
と
す
る
「
支
援
又
は
援
助
」
に
お
い
て
責
任
を
否
定
し
た
こ
と
と
理
論
的
に
い
か
に
整
合
性
を
持
た
せ
る

の
か
疑
問
だ
と
す
る
批
判
も
あ
る（
７０
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
国
家
責
任
の
認
定
に
お
い
て
は
、
例
え
そ
れ
が
犯
罪
の
共
犯
と
い
っ

た
刑
事
法
上
の
概
念
で
あ
っ
て
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
に
お
け
る
共
犯
の
成
立
要
件
や
犯
罪
共
同
体
の
概
念
を
参
照
す
る
こ
と
も
な
く
、
国
家

責
任
条
文
を
重
視
し
て
判
断
を
下
す
態
度
を
維
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

結
論
的
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
国
内
に
お
い
て
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
第
二
条
（
ａ
）
に
定
義
さ
れ
た
行
為
に

該
当
し
う
る
大
量
殺
害
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
認
定
し
つ
つ
も（
７１
）、

ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
以
外
の
事
件
で
は
犯
罪
構
成
要
件
で
あ
る
「
集
団
の

全
部
又
は
一
部
を
破
壊
す
る
意
図
」
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
と
の
立
証
を
否
定
し
た（
７２
）。

ま
た
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
の
集
団
殺
害
犯
罪
は
、
セ

ル
ビ
ア
に
帰
属
す
る
行
為
で
は
な
い
と
し
て
同
国
の
責
任
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
お
け
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
適
用
事
件
は
、
同
じ
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
が
審
理
対
象
と
し
て
い
た
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
領
域
に
お

け
る
集
団
殺
害
犯
罪
に
つ
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
独
自
に
判
断
す
る
機
会
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
審
理
対
象
の
領
域
と
犯
罪
に
つ
い
て
Ｉ

Ｃ
Ｔ
Ｙ
と
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
が
競
合
す
る
中
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
集
団
殺
害
犯
罪
の
有
無
の
判
断
に
お
い
て
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
に
よ
る
証
拠
認
定
に

大
き
く
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
犯
罪
行
為
が
国
家
の
行
為
と
み
な
し
う
る
か
否
か
の
帰
属
性
の
判
断
に
お
い
て
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
Ｙ
が
タ
ジ
ッ
チ
事
件
に
て
判
示
し
た
「
全
般
的
支
配
」
基
準
で
は
な
く
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
で
Ｉ
Ｃ
Ｊ
自
身
が
展
開
し
た
「
実
効

的
支
配
」
基
準
を
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
採
用
し
、
セ
ル
ビ
ア
へ
の
行
為
の
帰
属
性
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
に
お
け
る
犯
罪
共
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同
体
理
論
の
発
展
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
審
理
に
影
響
を
与
え
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
と
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
判
断
の
交
錯

は
、
異
な
る
分
野
の
問
題
を
扱
う
司
法
機
関
に
よ
る
法
解
釈
と
適
用
に
お
け
る
統
一
性
及
び
一
貫
性
の
点
で
考
察
を
促
す
も
の
で
あ
っ

た
。Ｉ

Ｃ
Ｔ
Ｙ
に
お
け
る
ミ
ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
元
大
統
領
の
裁
判
の
中
途
終
了
と
カ
ラ
ジ
ッ
チ
及
び
ム
ラ
ジ
ッ
チ
裁
判
の
停
滞
が
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
条
約
適
用
事
件
判
決
に
与
え
た
影
響
が
邪
推
さ
れ
、
仮
に
こ
れ
ら
の
裁
判
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
で
行
わ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
で
も

異
な
る
結
論
が
導
か
れ
た
と
も
予
想
さ
れ
る
。
集
団
殺
害
犯
罪
の
立
証
は
、
刑
事
事
件
に
専
念
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
検
察
局
で
あ
っ

て
も
難
し
い
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
当
事
国
に
よ
る
主
張
と
立
証
を
基
礎
と
し
て
判
断
を
行
う
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
は
大
き
な
負
担
を
強
い
る
も

の
で
あ
っ
た
と
も
言
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
極
め
て
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
か
つ
重
大
な
問
題
に
果
敢
に
取
り
組
ん
だ
と
評
価
さ
れ
る
。
し
か
し
Ｉ
Ｃ

Ｊ
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
適
用
事
件
判
決
は
、
逆
に
Ｉ
Ｃ
Ｊ
判
決
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
に
お
け
る
カ
ラ
ジ
ッ
チ
及
び
ム
ラ
ジ
ッ
チ
裁
判
や
、
そ

の
他
の
裁
判
に
与
え
る
影
響
が
危
惧
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
内
に
お
い
て
は
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ

ァ
の
事
態
の
み
集
団
殺
害
犯
罪
を
認
定
し
た
こ
と
か
ら
、
本
件
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
判
決
が
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
以
外
の
地
域
に
お
い
て

は
集
団
殺
害
犯
罪
が
発
生
し
な
か
っ
た
と
の
論
拠
と
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
以
外
の
地
域
に
お

け
る
集
団
殺
害
犯
罪
で
の
責
任
追
及
が
困
難
と
な
る
可
能
性
が
生
じ
う
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
件
に
お
け
る
判
決
が
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
お
け
る
後
続
の
事
件
に
及
ぼ
す
影
響
も
無
視
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
同
じ
く
セ
ル
ビ
ア

を
被
告
国
と
し
て
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
違
反
の
国
家
責
任
を
追
及
す
る
請
求
が
ク
ロ
ア
チ
ア
に
よ
り
一
九
九
九
年
に
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
提
起
さ

れ
継
続
中
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
示
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
に
よ
る
認
定
に
大
き
く
依
存
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
姿
勢
が
維
持
さ
れ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
請
求
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
は
小
さ
い
と
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
判
決
は
、
集
団
殺
害

犯
罪
の
防
止
義
務
を
拡
大
し
つ
つ
も
、
国
家
が
行
う
集
団
殺
害
犯
罪
に
つ
い
て
の
国
家
責
任
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
を
低
く
す
る
も
の

で
あ
っ
た
と
も
評
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。他
方
で
、一
国
の
領
域
を
超
え
て
集
団
殺
害
犯
罪
の
防
止
義
務
を
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
認
定
し
た
の
は
、
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継
続
中
の
武
力
行
使
の
合
法
性
に
関
す
る
事
件
に
配
慮
し
た
の
で
は
と
も
考
え
ら
れ
る
。
セ
ル
ビ
ア
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
コ
ソ
ボ
空
爆

の
違
法
性
を
訴
え
た
事
件（
７３
）が

Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
お
い
て
継
続
中
で
あ
る
が
、
集
団
殺
害
犯
罪
の
防
止
義
務
の
拡
大
は
空
爆
の
正
当
性
を
主
張
す

る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
構
成
国
に
一
つ
の
論
拠
を
与
え
う
る
か
ら
で
あ
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
と
Ｉ
Ｃ
Ｊ
と
の
関
係
に
つ
い
て
、Tom

ka

判
事
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
責
任
又
は
国
家
責
任
の
認

定
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
任
務
を
持
ち
な
が
ら
も
、
国
際
正
義
の
達
成
と
い
う
共
通
の
目
的
を
有
し
て
お
り（
７４
）、

本
件
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ

の
活
動
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
司
法
活
動
を
国
家
責
任
の
分
野
に
お
い
て
補
完
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る（
７５
）。

ま
た
、
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
条
約
適
用
事
件
は
Ｉ
Ｃ
Ｊ
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
根
拠
と
し
て
裁
判
所
間
で
生
じ
る
矛
盾
な
ど
を
解
決
で
き
る
例

で
あ
る
と
表
現
す
る
声
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
専
門
分
野
に
つ
い
て
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
判
断
に
重
き
を
置
き
、
国
家
責
任
と
い
っ

た
一
般
国
際
法
に
属
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
専
門
性
が
優
位
に
立
つ
と
し
て
、
将
来
生
じ
う
る
裁
判
所
間
の
抵
触
を
解
決
す

る
一
つ
の
方
法
を
示
し
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（
７６
）。

こ
の
よ
う
に
国
際
法
の
複
数
分
野
に
ま
た
が
る
問
題
が
ま
す
ま
す
増
え
る

中
、
異
な
る
機
能
を
持
っ
た
裁
判
所
間
の
関
係
と
役
割
に
つ
い
て
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
法
の
支
配
を
確
立
す
る
上
で
の
課
題
と
し

て
検
討
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
１
）
一
九
九
一
年
以
降
に
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
領
域
で
犯
さ
れ
た
国
際
人
道
法
の
重
大
な
違
反
の
責
任
を
有
す
る
者
を
訴
追
す
る
た
め
の
国
際
裁
判
所
。
一
九
九
三
年
、

国
連
憲
章
第
七
章
の
下
で
行
動
す
る
安
保
理
に
よ
り
、
決
議
八
〇
八
を
受
け
て
決
議
八
二
七
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。

（
２
）
後
述
す
る
よ
う
に
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
が
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
提
訴
し
た
時
点
で
の
被
告
国
の
国
名
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
共
和
国
で
あ
る
が
、
そ
の
後
二
〇

〇
三
年
二
月
四
日
に
「
セ
ル
ビ
ア
・
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
」
と
国
名
変
更
し
た
。
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
独
立
後
は
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
（
以
下
、
セ
ル
ビ
ア
）
が
国
家
承
継
し

た
。
本
稿
で
は
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
共
和
国
及
び
セ
ル
ビ
ア
・
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
い
ず
れ
も
を
セ
ル
ビ
ア
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
３
）
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
な
ど
で
用
い
ら
れ
て
い
る
公
定
訳
の
「
集
団
殺
害
犯
罪
」
は
「genocide
」
が
原
語
で
あ
る
が
、
長
ら
く
日
本
の
学
界
内
で
も
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
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ド
」
と
の
用
語
が
使
用
さ
れ
て
き
た
。
教
科
書
等
で
も
条
約
名
と
し
て
は
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
」
と
の
略
語
が
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で

は
、
犯
罪
名
と
し
て
は
日
本
語
公
定
訳
に
な
ら
い
「
集
団
殺
害
犯
罪
」
の
用
語
を
用
い
、
条
約
を
指
す
場
合
に
は
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
」
と
略
す
こ
と
と
す
る
。

（
４
）T

he
A

pplication
of

the
G

enocide
C

onvention
C

ase（Bosnia
and

H
erzegovina

v.
S

erbia
and

M
ontenegro

）,Judgm
ent,

26
F

ebruary
2007（hereafter,

IC
J

G
enocide

C
ase）.

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
適
用
事
件
の
手
続
経
緯
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
三
月
二
〇
日
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
は
Ｉ
Ｃ

Ｊ
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
共
和
国
（
現
在
の
セ
ル
ビ
ア
）
に
よ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
違
反
の
認
定
を
求
め
て
一
方
的
付
託
を
行
っ
た
。
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ

ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
は
、
セ
ル
ビ
ア
に
よ
っ
て
経
済
的
及
び
軍
事
的
支
援
が
セ
ル
ビ
ア
系
ボ
ス
ニ
ア
人
に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
セ
ル
ビ
ア
の
国
家
責
任
を
主
張

し
た
。
一
九
九
三
年
三
月
二
〇
日
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
は
仮
保
全
措
置
を
要
請
し
た
。
こ
れ
に
対
抗
し
て
セ
ル
ビ
ア
も
一
九
九
三
年
四
月
一
日
に
ボ
ス

ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
に
適
用
さ
れ
る
仮
保
全
措
置
の
要
請
を
行
っ
た
。
一
九
九
三
年
四
月
八
日
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
仮
保
全
措
置
を
命
令
し
た
。
し
か
し
、
ボ
ス
ニ
ア
・

ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
は
一
九
九
三
年
七
月
二
七
日
に
、
セ
ル
ビ
ア
は
同
年
八
月
一
〇
日
に
、
新
し
い
仮
保
全
措
置
を
求
め
る
要
請
を
行
っ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
一
九
九
三
年

九
月
一
三
日
、
同
年
四
月
八
日
の
決
定
で
示
さ
れ
た
措
置
を
再
確
認
し
、
そ
れ
ら
の
措
置
が
直
ち
に
効
果
的
に
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
宣
言
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
一
九
九
六
年
七
月
一
一
日
の
判
決
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
第
九
条
を
根
拠
と
し
て
紛
争
を
審
理
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
を
認
め
、
管
轄
権
へ
の

異
議
申
立
を
却
下
し
た
。
こ
の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、
本
件
に
対
す
る
管
轄
権
を
肯
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
セ
ル
ビ
ア
の
国
家
責
任
が
関
係
す
る
限
度
で
旧
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ヴ
ィ
ア
の
事
態
を
分
析
す
る
任
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
５
）
例
え
ば
、C

ertain
Q

uestions
of

M
utual

A
ssistance

in
C

rim
inal

M
atters（Djibouti

v.
F

rance

）
な
ど
、
刑
事
手
続
や
司
法
共
助
の
問
題
が
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
付
託
さ
れ

る
事
件
の
中
で
も
増
え
て
き
て
い
る
。

（
６
）
各
共
和
国
独
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、IC

J
G

enocide
C

ase,
paras.

232−
236を

参
考
と
し
た
。

（
７
）IC

J
G

enocide
C

ase,
para.

239.

（
８
）Ibid.,

para.
241.

（
９
）S

ee,
K

rstíc
C

ase,
IT

−
98−

33−
T,

T
rialC

ham
ber,

Judgm
ent,

2
A

ugust
2001,

para.
37.

（
１０
）S

ee,ibid.,
paras.

53−
87.

（
１１
）S

ee,ibid.,
para.

81.

（
１２
）
安
全
地
域
及
び
非
武
装
地
帯
と
指
定
さ
れ
た
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
の
陥
落
に
つ
い
て
は
、S

ee,
“T

he
F

allof
S

rebrenica”,
U

N
D

oc.
A

/54/549.

ま
た
、
拙
稿
「
文
民

の
保
護
」
村
瀬
信
也
・
真
山
全
編
『
武
力
紛
争
の
国
際
法
』（
東
信
堂
、
二
〇
〇
四
年
）、
五
四
九
〜
五
五
二
頁
、
参
照
。

（
１３
）
但
し
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
は
、
あ
く
ま
で
も
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
裁
判
機
関
で
あ
り
、
使
命
を
終
結
さ
せ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
八
月
二
八
日
の
安
保
理
決

議
一
五
〇
三
は
、
す
べ
て
の
捜
査
を
二
〇
〇
四
年
ま
で
に
、
す
べ
て
の
第
一
審
裁
判
を
二
〇
〇
八
年
ま
で
に
、
す
べ
て
の
上
訴
審
を
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
終
了
さ
せ
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